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『外国人に関する直接的指導のタイプ』

明治小学校 第６学年 音楽科学習指導案

１ 単元名 「世界の音楽に親しもう」

２ 単元の目標

（１） 世界の国々の音楽を聴き、それぞれの国の楽器や音楽のよさを味わったり、それを生かし

て表現したりする学習に意欲的に取り組もうとしている。 （音楽への関心・意欲・態度）

（２） 旋律の特徴や歌詞から曲想を感じ取って演奏の仕方を工夫したり、つくったリズムの組み

合わせ方や強弱について見通しをもって工夫している。 （音楽表現の創意工夫）

（３） 曲想を感じ取って、旋律の表現の仕方やリズム伴奏を工夫して演奏したり、見通しをもっ

てつくったリズムを音楽に構成したりしている。 （音楽表現の技能）

（４） 世界の国々の音楽の違いを感じ取り、友達にそのよさを紹介するなどして、それぞれの音

楽のよさを味わって聴いている。 （鑑賞の能力）

３ 人権教育との関連

「世界の音楽」の学習で、諸外国の音楽の特徴を感じ取ったり、そのよさを味わったりするこ

とで、それぞれの音楽に親しんでいくことができるようになると考えられる。さらに、自国の芸

術や文化に誇りをもてるようになるだけではなく、他国の芸術や文化を尊重する態度を養うこと

にもつながる。このことは、本校の人権教育で育てたい能力・態度（高学年）感受性に関わるも

のと考えられる。

４ 本時の指導

（１）題目 世界のいろいろな楽器や音楽に親しもう

（２）ねらい それぞれの国の音楽のよさを味わって聴く（鑑賞の能力）

（３）人権教育の視点

それぞれの国の伝統的な音楽や楽器を聴き、私たちの身近な音楽との違いを感じ取ったり、

それぞれのよさに気付くようにすることで、他国の音楽文化を尊重する態度を養い、我が国の

音楽文化を大切にしようとする気持ちを育てる機会としたい。

（４）展開

※人権教育の配慮 ○努力を要する児童への支援

具体目標 学習活動 学習活動への支援・評価 準備

・活動への意欲 １「越天楽今様」を歌う。 ・曲のもつ雰囲気を感じながら歌い、本

を高めること 時の学習の意欲付けを図る。

ができる。

・本時のめあて ２ 本時のめあてを知る。 ・本時のめあてを確認できるようにする。

がわかる。

それぞれの国の音楽のよさを味わって聴こう。

・楽器の音色や ３ それぞれの国の音楽から ※諸外国に伝わる楽器に興味をもったり、ワーク

音楽の特徴を 感じ取った音楽の雰囲気 我が国に伝わる楽器と比較したりして、シート

感じ取って聴 や楽器の音色、気付いた 意欲的に聴くように支援する。
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くことができ 特徴などをワークシート ○音楽の雰囲気や特徴を書けない時には、

る。 に記入する。 ヒントカードを参考にしながら記入さ

せるようにする。

・それぞれの国 ４ ワークシートに記入した ※どんな意見も肯定的に受け止め、その ヒント

の音楽のよさ ことをもとに、それぞれ 国の音楽のよさを見つけられるように カード

を感じ取るこ の国の音楽や楽器の特 する。

とができる。 徴、よさを発表する。

【評価と支援】

それぞれの国の音楽の良さを味わって聴くことができたか、学習活動４の発表の様子やワー

クシートから評価する。（鑑賞の能力）

〈十分満足できる状況〉

・各国のもつ音楽の雰囲気や、楽器の特徴・響きなどについて感じ取って聴き、その特徴

を世界地図と照らし合わせて見つけている。

〈おおむね満足できる状況〉

・各国のもつ音楽の雰囲気や、楽器の特徴・響きなどについて感じ取って聴き、その特徴

やよさを進んで見つけている。

〈努力を要する児童への支援〉

・それぞれの音楽から聴き取った楽器の響きや音楽の雰囲気、特徴、感想などをヒントカ

ードを参考にしながら記入させるようにする。

・本時の学習を ５ 本時の活動を振り ・次時からボリビア民謡「アンデスの

振り返り、次 返り、学習のまと 祭り」を学習していくことを伝える。

時の学習内容 めをする。

を知ることが

できる。

（５）授業についての考察

・本時を展開する前の授業では、雅楽「越天楽」を鑑賞したり階名唱や歌詞唱をし、本時の最

後にも鑑賞した。そのことにより、我が国の音楽や楽器のよさを再確認することができた。

・世界の音楽を聴く準備として、鑑賞する国を世界白地図に場所を記入させてみた。その結

果「日本に近い国は、比較的テンポはゆったりで、遠い国だと陽気な雰囲気でテンポがア

ップしていることが多かった。」と感想を述べている児童がいたり、伝統楽器を中心に考

えた児童は「アジアは弦楽器が多く、アフリカはドラムが多く、ヨーロッパは鍵盤楽器（音

階のある楽器）が多い傾向にある。」という意見を書いていたりしたことから、ただ音楽

を聴かせるだけでは得られない感想をもたせることができた。

・感想の発表を１曲ごとに行ったことは、 発表への意欲を高め、感想を深めることにもつ

ながった。

・教科書に載っていない楽器は参考資料を提示したが、実物投影機などの教育機器を上手に

取り入れた授業の展開も可能であったと思う。また、今後はＤＶＤなどの視聴覚教材を揃

えていく必要を感じた。

・世界の音楽は、その国ならではの楽器を使い、その国の文化や特徴が音楽として表現され

ているという感想が多かった。また、Ａ児が雅楽「越天楽」を再度鑑賞した感想には「日

本の音楽の良さは、ゆったりとしたテンポとずっと聴いていても飽きない」という意見が

書き込まれていた。
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世界の音楽を聴いてみよう
６年 組氏名

国 名 楽 器 の 音 色 な ど 音 楽 の 特 徴 や 雰 囲 気 な ど

①ハンガリー ツィンバロム ジプシーの踊り

②ガーナ トーキングドラム 「オバタラ」から

③インド バーンスリー 「ラーガブーバーリー」から「ジャラ」

④朝鮮半島 カヤグム チンヤンジョ

⑤ラオス・タイ ケーン 「大楽章」から

⑥ペルー ・ ボ リ ケーナ コンドルは飛んで行く

ビア

⑦ロシア バラライカ 月は光りぬ

⑧タンザニア サンザ チュオダ
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⑨インド シタールとタブラー ガットⅡ

⑩モンゴル モリンホール 三頭の駿馬

⑪中国 アルフー 二泉映月

⑫ミャンマー サウンガウ ウエイザヤンダー

⑬アメリカ バンジョー バンジョーボーイチャイムス

⑭ボリビア チャランゴ 蜂鳥の飛行

⑮日本 印象に残った雅楽の楽器 越天楽

【 】

理由・・・なぜなら、

◎世界地図と音楽を照らし合わせて感じたことは、

◎日本の音楽の良さは、
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１


